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ABSTRAK 

 

Nabila Meliyanti, 2022.  Analisis Penggunaan Media Web Based Learning 

JTEST4YOU Pada Mata Kuliah Bunpou di Era Pandemi Covid-19. Skripsi, 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas 

Negeri Jakarta.  

Penelitian ini dilakukan guna (1) Mengetahui kualitas media web based learning 

JTEST4YOU dalam pembelajaran bunpou dan (2) Mengetahui kelebihan dan 

kekurangan media web based learning JTEST4YOU. Peran pendidikan guna 

mengurangi transmisi wabah Covid-19 yang terjadi di seluruh dunia termasuk 

Indonesia salah satunya ialah dengan menggantikan pembelajaran tatap muka 

dengan pembelajaran jarak jauh (PJJ). Namun dalam pelaksanaannya masih banyak 

ditemukan kendala yang terjadi. Guna mengatasi permasalahan tersebut, banyak 

digunakan media alternatif pembelajaran mandiri salah satunya website 

JTEST4YOU. Hasil penelitian menunjukkan bahwa (1) Kualitas JTEST4YOU 

berdasarkan analisis kategori usability, information, dan service interaction  

kapabel untuk dijadikan media pendukung pembelajaran bunpou dan (2) Kelebihan 

JTEST4YOU di antaranya adalah kemudahan untuk mengakses kapanpun dan di 

manapun dengan biaya internet terjangkau, memiliki tampilan penyajian materi 

yang sederhana, materi yang disajikan relevan dengan materi perkuliahan, memiliki 

contoh kalimat terbaharui yang memotivasi mahasiswa untuk memahami materi 

lebih dalam, dan tersedianya fitur latihan soal guna mengevaluasi pemahaman 

mahasiswa merupakan kelebihan JTEST4YOU dan (2) Kekurangan JTEST4YOU 

ditunjukkan dari fitur interaktivitas yang rendah serta keberhasilan siswa 

bergantung pada kemandirian belajar dan motivasi masing-masing peserta didik.  

Kata Kunci: Web Based Learning, JTEST4YOU, Media Pendukung 

Pembelajaran, Covid-19. 
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ABSTRACT 

 

Nabila Meliyanti, 2022. Analysis of the Use of JTEST4YOU Web Based Learning 

Media in Bunpou Courses in the Era of the Covid-19 Pandemic. Thesis, Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Language and Arts, State 

University of Jakarta. 

 

This study aims to (1) determine the quality of JTEST4YOU web based learning 

media in bunpou learning and (2) determine the advantages and disadvantages of 

JTEST4YOU web based learning media.One of the roles of education to reduce the 

transmission of the Covid-19 outbreak that occurred throughout the world, 

including Indonesia, is to replace face-to-face learning with distance learning. 

However, in its implementation there are still many obstacles that occur. In order 

to overcome these problems, many alternative independent learning media are used, 

one of which is the JTEST4YOU website. The results showed that (1) the quality 

of JTEST4YOU based on an analysis of the usability, information, and service 

interaction categories capable of being used as a supporting media for bunpou 

learning and (2) the advantages of JTEST4YOU include the ease of accessing 

anytime and anywhere with affordable internet costs, having a simple material 

presentation display, the presented material is relevant to the lecture material, has 

updated examples of sentences that motivate students to understand the material 

more deeply, and the availability of practice questions to evaluate student 

understanding and (2) JTEST4YOU's disadvantages are shown in the low 

interactivity feature and student success depends on independent learning and 

motivation of each student. 

Keywords : Web Based Learning, JTEST4YOU, Learning Support Media, 

Covid-19 

 

 

 

 

 

 

 



 

vi 
 

Covid-19パンデミック時代の文法授業における jtest4you Webベースの学習

メディア活用の分析 

ジャカルタ国立大学 

Nabila Meliyanti 

nabilameliyanti12@gmail.com 

概要 

A. 背景 

２０１９年１２月、中国の武漢で原因不明の急性肺炎、通称 COVID-19が発

生した。世界保健機関（WHO）と公衆性急活動センター（PHEOC）のデータに

よると、２０２０年６月２０日現在、COVID-19 はインドネシアを含む約２１５

力国に拡散している。教育文化部は、COVID19 の流行時の緊急期間における教

育生活の実施に関する通達 NO.4/2020 を発表した。ガイドラインに基づいて、

教育機関はオンライン学習または遠隔学習を実施することを決定した。生徒同士

の身体的接触を減らすことで COVID-19の感染を減らせるという根拠に基づいて

学校は閉鎖を余儀なくされている場所の一つである。（Viner et al., 20020; 

Irawat & Jonatan 2020:136.  

遠隔学習では、教室での対面授業の役割を代替するものとして期待されてい

る。Mushfi は、これを実現する案には、遠隔学習に最適な学習にはオンライン

学習メディアまたはイーラニング必要と主張している（Mushfi,2019. 

Nuriansyah, 2020:61）。しかし、現実には、サーバーのエラー、インターネッ

ト接続の制約、限られた電子機器設備、各生徒が住んでいるインタネット設備な

どが原因で、遠隔教育の実施に多くの障害が発生しているのが現状である。

(Rahmawati, 2009:30). イーラーニング教材に関する文献調査のデータによると、

すべての学習者がオンライン学習で成功するわけではないことが示されている

（中山ら、2006 年）。また、他の研究データによると、オンライン学習の成功

に影響する障壁として、交流する教師の不足、学習者にとって理解しにくい教材、

オンライン学習の手段であるインターネットにかかる費用が高くつくことなどが

挙げられている（Handayani et al.、2020）。これは、Masturによって、オンラ
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イン学習の導入に成功する教師は、生徒に教材を届ける過程で科学技術に詳しい

活用教師であることと一致する。このような状況を踏まえ、教材提供における知

識と技術の活用、特に禍中で小学生向けオンライン学習におけるデジタルプラッ

トフォームの活用に関連する文献をレビューする必要がある。 

本研究では、オンライン学習においてどのようなデジタルプラットフォームがよ

く使われているのか、また、オンライン学習でよく使われているデジタルプラッ

トフォームにはどのような特質や利点があるのかを説明することを目的としてい

る。 

B. 問題提供 

以上のような背景を踏まえて、本研究では以下のような問題設定を行ってい

る。 

1. JTEST4YOUのWeb学習メディアの品質についての総評はどのようなものか。 

2. Web学習メディア「JTEST4YOU」のメリット・デメリットはそれぞれ何か 

 

C. 研究方法 

この研究では、質的な研究アプローチ、またはデータを記述的に提示する研

究を採用している。つまり、この質的研究の目的は、ある現象の背後にある経験

的な現実を深く記述することなのである。したがって、本研究で質的なアプロー

チを用いるのは、経験的な現実と適用可能な理論とを一致させるためである。 

研究の種類は定性調査研究である。Groves らによると (2004)調査とは、多数の

主体から情報を収集し、それを数値分布または定量的に記述する体系的な方法で

ある。 一方、質的調査とは、Jansen（2010）による、ある集団の多様性を調査

することである。このタイプの質的調査は、変数の値を決定し計算することを目

的とせず、母集団における関連する次元と値を記述することを目的としている。 

本研究では、研究者は、一定の配慮をしたサンプリング手法、すなわち、目的サ

ンプリング手法を用いた非確率サンプリング手法でインフォーマントを採取した。 

つまり、研究ニーズに基づいてサンプリングが行われる（杉代野, 2007: 300）。

インフォーマントの選定基準としては、まず、2020-2021年度に文法講演を履修

している、または履修したことのある IV 期、VI 期、VIII 期の現役学生であるこ

とです。第二に、情報提供者は、遠隔学習の際に JTEST4YOU のウェブベースの
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学習を利用したことがある。これらの基準から、IV期、VI期、VIII期の学生数は

119 名であり、IV 期が 36 名、VII 期が 27 名、VIII 期が 56 名であることがわか

る。そして、全学生から、遠隔学習の際に JTEST4YOU のウェブベースの学習を

利用したことのある情報提供者を割り出しました。したがって、この調査のイン

フォーマントは合計 63 人である。 

本研究で用いたデータ分析技法は、パーセント技法とマイルズ＆ヒューバーマン

モデルの質的データ分析技法である。 

1. パーセンテージ技法  

 パーセンテージ分析は、回答者の回答や現場の現象がどの程度の頻度傾

向なのかを見るために用いられる手法である。このステップでは、各質問に対す

る各回答の割合の大きさを確認し、得られたデータを分析しやすいようにするた

めでもある。 

以下の手順でパーセンテージである。 

a) データチェック  

 回答者の回答の完全性を確認することで、調査票に含まれるデータの取

得を確認すること。 

b) データ分類 

 指定された基準に基づいてデータを分類し、データ分析を容易にする。 

c) 分類したデータを集計する。 

d) 回答/データの頻度の計算  

e) 得られた各データのパーセンテージをパーセント法で計算する。 

f) 表形式でのデータの可視化  

g) リサーチクエスチョンに従ったデータの解釈。 

 

本調査で用いたパーセンテージの手法は、以下の式を用いている。 

   𝑃 = 𝐹   𝑥 100% 

          𝑛  

  説明 :  P = パーセント量 

    F =  回答頻度 

    𝑛 = 回答者の総数 
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パーセンテージを算出した後、その値をパーセンテージ計算の評価尺

度に入力する。この尺度は、Suginoが表現している。(2012:94).  

 

2. Miles and Huberman によるデータ分析手法 

 

Sugino が引用した Miles and Huberman による、質的データのデータ分析

は、対話的に行われ、一定期間のデータ収集が終了するまで続けられるという。

最終的にデータ分析活動でデータが飽和状態になるまで、データ分析には、デー

タ削減またはデータ縮小、データ提示またはデータ表示、結論の導出が含まれる

（Sugiyono, 2009: 337）。  

 

本研究で用いた分析基準は、(1)インフォーマントの特徴に基づくデータの分

析である。本研究の情報提供者は、JTEST4YOU のウェブサイトの利用状況を見

るために、文法講演 4、6、8 コースの学生である。 (2) Stuart Barnes (Barnes 

& Vidgen, 2000) が提案した 3 次元（ユーザビリティ、情報、サービスの相互作

用）に基づくユーザ満足度の分 析である。(3)Web 学習メディア「JTEST4YOU」

のメリット・デメリットを分析する。 

 

D. 解決 

立山（2017:335）によると、ウェブベースのオンライン学習は、外国語学

習者のニーズに対応するために、特に時間や場所に制限のある外国語学習者に広

く利用されているそうである。Web 教材を利用するメリットの一つは、利用可

能な教材を簡単に更新できることである。言語学習者がウェブ上の学習施設を利

用して言語学習を共同化することの重要性は、Liuら（2014: 406）が提唱する理

論とも一致する。“One of important factors influencing language learning 

is how learners perceive Web-based collaboration that may improve their 

learning in the target language”.  つまり、言語学習において大きな影響

を与える重要な要因の 1 つは、学習者がいかにして目標言語学習プロセス
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を最適化するための構成要素を連携させる機会を見出すことができるかと

いうことである。 

学習メディアの質は、効果的・効率的な学習目的の達成を左右する要因の一つで

ある。Webqual は、Stuart Barnes が開発した、ウェブサイトの品質を測定する

ための手法である（Barnes & Vidgen, 2000; Sujona & Santoso, 2017: 2）。

Stuart Barnes によれば、ウェブサイトの質は、ユーザビリティ、インフォメー

ション、サービス・インタラクションの 3つの側面から形成されるという。 

品質だけでなく、ウェブサイトメディアのメリット・デメリットも、この研究で

分析されることの一つである。Rusman (2009:118) は、ウェブベース学習の利

点として、次の 5つを挙げている。 

1. いつでも、どこでも、世界中どこからでも利用できる使用。 

2. 使用するために発生する費用は、手頃なものと言える。 

3. 個別対応なので、学習者は自分の能力や特性に合わせて学習することができる。 

4. オンデマンドでパーソナライズされたサポートを受けることができる学習であ

る。 

5. 学習コンテンツや教材は常に更新されている。 

 

E. 結論 

ユーザーであるインフォーマントへのアンケートやインタビューの結果、

JTEST4YOU 支援学習メディアは、その優位性から利用が可能であることがわか

った。 JTEST4YOU の Web 学習の利点は、「いつでも、どこでも、手頃なイン

ターネット料金で使用できる」「シンプルな教材表示」「講義内容に関連した教

材が表示される」「例文が更新され、より深く理解する動機付けができる」「練

習問題機能があり、学生の理解度を評価できる」などが挙げられる。一方、

JTEST4YOU を利用するデメリットとしては、学習の成功の度合いが生徒によっ

て異なることが挙げられる。これは、JTEST4YOU が、生徒一人ひとりの学習の

主体性とモチベーションに結果が左右される、自立型の学習メディアであるため

である。また、JTEST4YOU 自体にも、「色彩構成による教材表示」「教材の一

部が見つからない」「学習サイトとしてのインタラクティブ性の低さ」などの欠

点がある。 
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JTEST4YOU を文法学習の支援メディアとして活用することの意味は、文法パタ

ーンを総合的に理解できるようになることと考えられる。JTEST4YOU は、生徒

の探究心や新しい情報を分析する意欲を高めまる。JTESTYOU は、教材を表示

するだけでなく、練習問題を通じてユーザーが自分の理解度を確認することがで

きる。JTEST4YOU を使用することで、文法パターンの理解度を高め、オンライ

ン対面学習時のミスコミュニケーションや教材の欠落を最小限に抑えることが期

待される。 
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